
平成２８年度 第３回鉱業博物館開放講座 

 天気予報は当たるのか？ 
ー確率と統計の考え方ー 

日時：平成2８年１１月１６日（水） 

１４：００～１５：００ 

講師：西谷 忠師 氏 

会場：秋田大学大学院国際資源学研究科 
 附属鉱業博物館 講堂 

 〒010－8502 秋田市手形字大沢28－2 電話 018－889－2461 

 
（入館・聴講ともに無料。事前申込は不要です。） 

 

 （秋田大学名誉教授） 
 

 天気予報と実際の天気はズレがあるように思えてならない。これは、 
天気予報が統計的な手法によって確率として示されているからである。 
色々な場面で当たり前のように使われている確率や統計について、 その1１ 
考え方や論理について迫ってみたい。 

 

 

 

ほうき星が地球に落ちる確率は
数千万年に一度と言われている 

フォース鉄道橋
（1890） 

旧ドイツ10マルク紙幣に描かれた
ガウスと正規分布 

J・K・ローリング： 
「ハリー・ポッター・ブリッジ」 

今後30年間に震度5弱以上の
揺れに見舞われる確率  

4径間ゲルバートラス橋 

秋田県週間天気予報の例 


